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表2 年令 (%) 
140-47[ 42～4ll 44～4il 46～41148-4: 
管理職 114. 9 ¥ 31. 9 ¥ 23. 4 I 17. 1 1 12. 7 
一般職｜ 18. 2 1 18. 2 1 24. 3 1 15. 1 1 24. 2 




表3 収入（年収） (%) 
400 500 600 不無記明万台万台 万台 万台 万台
管理職 0.0 4.3 55.3 29.8 6.4 4.2 
一般職 0.0 39.4 45.5 6.0 




表4 学歴 (%) 
i中学卒｜高問塁手｜大学卒
管理 職 Io. 0 I 8. 5 I 6. 4 I 85. I 
一 般 職 I6. 1 I 42. 4 I 














管理職 1 53. 2 ¥ o.o 1 46. 8 I o. o 
一般職 I2i. 2 I 36. 4 I 39. 4 I 3. o 
















































































































表1-1 仕事の満足度と持病の相関（r =) 
持病あり
仕事の安定性 一o.289 < P<o. 1%) 
仕事の内容満足度 0.0 










































x I I 163. 2 62.5 25.2 193.8 15. 3 3387.7 104.8 18.5 278 現業職 42.4 lso 22 6.o 8.7 12.6 14.9 5.2 402.1 21.8 3.5 38 
x I I 161. 61. 2 27.5 185.3 14.1 3338.0 103.3 20.1 311 一般職 41. 6 Is D 15 4. 5 9.1 10.2 24.7 5. 2 581. 7 21.1 3.9 30 
x I I 165. 1 62.4 27.6 185.6 14.3 3272.3 107.7 19.5 298 管理職 42.3 lso 26 4.2 6.6 9.3 22.1 6.2 690.2 17.5 3.1 24 
45～49才
160.7 61. 4 23.5 180.9 19.2 2985.8 96.2 15.8 282 
現業職 46.8 lsxo 12 5.2 8.7 10.9 26.3 7.8 432.1 28.1 3.1 32 
165.0 64.2 26. 5 176. 3 7.8 3316. 7 98.1 19. 0 318 
一般職 47.1 lsxD 18 4. 1 8.4 7.1 24.4 3.5 518.0 16.1 2.6 29 
163.3 61. 6 26.8 180.9 14.4 3152.9 102.4 18.8 292 
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o. 297 c P<o. 1%) 
o. 428 c P<o. 1%) 
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図3-7 運動置についての意識
2) 仕事の満足とスポーツ
これまで職種とスポーツの関連性について分析し，職
種によってスポーツへの関与が異なっていることを明ら
かにした。次にここで，職種とスポーツの間の関連性を
説明する一つの媒介要因として，仕事の満足度をとりあ
げ，それとスポーツ実施やスポーツ番組視聴との関連性
を明らかにしたし、。
① 仕事の満足度とスポーツ実施
仕事の満足度とスポーツ実施の関連を，相関係数で示
したものが表3-1である。この表から明らかのよう
に，スポーア実施は仕事の内容の満足よりも，安定性，
経済性，快適性から構成される仕事の条件満足度と関連
が深L、。言いかえれば，仕事の条件の満足度が高い人ほ
ど，スポーツ実施度も高い。
すでに lの健康についての所で明らかにしたように，
仕事の条件に満足している人ほど有病率（持病の有無）
以上，スポーツ実施やスポーツ番組の視聴と仕事の満
足度との分析を通して明らかになったことは，仕事の満
足度（特に条件の満足度）が高い人ほど，スポーツへの
関与の程度も高いことである。したがって，スポーツへ
の関与を高めるためには，スポーツの実施や指導者など
の直接的な条件づくりが必要なことはいうまでもない。
と同時に，スポーツと深い関連性のある労働要因の改善
一労働の満足や質を高めるーも重要であるといえるであ
ろう。
まとめ
以上，健康や運動生活と労働の関連性を，①健康，②
体力，③スポーツ生活の3つの分野から明らかにしてき
た。おわりに，これまで示されてきた調査結果や考察の
要約をしておきたい。
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健康について
①一般職と管理職は現業職に比べて精神的な不調を訴
える程度が高い。
②仕事の満足度が低い者ほど，身体的ならびに精神的
な不調を訴える程度が高い。
1) 
都市住民の健康や運動生活に影響する社会的要因の分析 47 
③特に仕事の条件の満足度が低い者ほど，有病率（持
病の有無）は高い。
④全体的に，持病の内容は胃腸病，高血圧が多い。職
種別に多い順にみると，管理職では高血圧，胃腸病，腰
痛であり，一般職では高血圧，神経痛，糖尿病で，いづ
れにおいても高血圧が圧倒的に多い。しかし現業職では
胃腸病が多く，ついで、腰痛，高血圧となっており，持病
に関しでも職種にちがいがある。
2) 体力について
①体力の総合的な評価に関しては，職種聞に相呉はみ
られなかったが， L、くつかの機能（体力構成因子）には
若干の差がみられた。
②現業職には筋肉太りのタイプの人が多い。
③筋機能の中で瞬発力や筋持久力は現業職が少しすぐ
れている。
④心肺機能については，職種聞の差はみられなかっ
た。
⑤比較的単純な動作の敏捷性テストでは，現業職がす
ぐれていたが，三次元方向への移動をともなう複雑な敏
捷性テストでは，一般職や管理職の方がすぐれていた。
3) スポーツ生活について
①過去のスポーツ経験の程度は，一般職と管理職に高
く，現業職は低い。またスポーツが好きな人の割合も，
一般職，管理職，現業職の）｜僚に多い。
②しかし実際のスポーツ実施度をみると，現業職と
管理職が高く，一般職は低い。したがって，現在のスポ
｝ツ実施は，過去の経験よりも，現在おかれている環境
による影響を強く受けていると考えられる。
③スポーツをする動機では，一般職と管理職は「体力
型」が多いのに対して，現業職は「たのしみ型」が多
し、。
④スポーツ番組の視聴の程度が最も高いのは一般職で
ある。
⑤仕事の満足とスポーツ実施の関係では，仕事の条件
に満足度が高い人ほど，スポーツの実施率は高かった。
⑤またスポーツ番組の視聴との関係では，仕事の内容
や条件の満足度が高い人ほど視聴の程度は高かった。
調査，測定した結果をまとめれば，以上のような点が
指摘できる。いくつかの点で，健康や運動生活と労働要
因との強い関連性が明らかにされた。ただこれらの点に
関して，勿論，性急な普遍化・一般化には問題がある。
しかしすでにふれてきたように，健康や運動生活と労
働に関する婆因との聞には，多くの点で深い相互関連性
があると考えることは可能であろう。今回の調査研究
は，その相互連関の限られた側面について若干の指摘を
したにとどまったといえる。またその多くは莫然とした
仮説の域を出ていないが，今後，このような研究が積み
重ねられる必要があろう。都市化の進展につれて，職業
や労働の形態，内容，機能も変化しつつあり，その変化
につれて人々の健康や運動生活もまた変化しつつある。
このような意味から，我々の提起した問題意識と研究領
域はこれからの都市研究の一つの重要な研究課題といえ
るのではないか。
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